
研修 評価  

研修名 医療現場で実践できるコミュニケーション新人編 

領域 臨床実践能力 

（協働する力） 

会場 新潟県看護研修

センター 

受講料 会員：3080 円  

非会員:9240 円 

対象 

 

習熟段階 新人・Ⅰ 保健師・助産師・看護師・准看護師   

募集数 80 人(参加数 38 人、 会員数 32 人、非会員数 6 人 

日時 2025 年 7 月 2 日（水） 10：00～16：00 

ねらい 

（目標） 

医療現場でのコミュニケーションの基本を理解し、良好な人間関係づくりに

活用できる  

講師 池田 優子   高崎健康福祉大学保健医療学部  非常勤講師 

内容・方法 

 

〇講義内容 

講義：1）コミュニケーションの基本  

2）医療現場のコミュケーションとその持ち方 

3）アサーションの必要性  

4)医療従事者とのコミュニケーションの実際 

演習：アサーショントレーニング  

〇研修方法  ・講義・演習 

結 果 
 

○参加者数    38 名 47％ 【達成・未達成】 

○アンケート結果（回収率 95％） 

 ・理解度            100％ 【達成・未達成】 

 ・自己課題の達成度   97％ 【達成・未達成】 

 

○受講者の意見 

・アンケート結果では、100％が満足できた、ほぼ満足できたと回答した。 

「コミュニケーションについて患者だけでなく職員、プライベートな部分ででも

ものすごく考え方が変わったので受講できてよかった」という感想があった。 

  

企画の評価 

○目標達成の評価：【研修会の目標は達成した・達成しなかった】 

・アンケートでは、100％が「ほぼ整合性があった」「整合性があった」と回答し

ていた。コミュニケーションスキルの中で人との距離感や関係性が重要であるこ

とが学べる内容だった。 

 

〇事前準備・当日の運営 

・演習に必要な物品： A4 用紙 2 枚(参加者数)必要。 

・講師より、秒針付き時計が欲しいと要望があり、急遽参加者より借用した（GW2

分間などを計るため）。次年度は、タイマーなどがあればよい。 

課題 ○特になし 

担当者 教育委員 

 

評価基準： 

①参加数が募集数の

70％以上 

②研修内容の理解度

（できた、ほぼでき

た）80％以上 

③自己課題の達成度

又は研修目標（知識

技術）の習得度（で

きた、ほぼできた）

80％以上 

④アンケートの意見 


